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１．2028年度向けブラックスタート機能公募の事後確認に
ついて

２． 2029年度向け公募要綱の見直しについて
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１-１． 2028年度向けブラックスタート機能公募の事後確認について

⚫ 2028年度向けのブラックスタート機能公募（以下、「BS公募」という。）は、各一般
送配電事業者により2023年10月中旬～2024年4月中旬にそれぞれ入札募集が
行われ、2024年５月13日に落札案件が決定したところ。

⚫ 今回は、公募結果について事後確認を行ったため、その内容について御報告する。

（参考）2028年度向けブラックスタート機能公募スケジュール
• 2023年 8月  公募要綱案公表・意見募集開始
• 2023年10月  公募要綱決定・募集開始
• 2024年  5月  落札案件決定
• 2024年  5月～ 契約締結に向けた協議（現時点で、一部事業者においては既に契約締結済み）



１-２． 2028年度向けブラックスタート機能公募結果について

⚫ 2028年度向けBS公募の結果は以下のとおり。

⚫ 全エリアにおいて応札案件全てが落札となった。また、北海道エリアにおいては、旧一電
以外からの応札・落札があった。

⚫ 北海道及び中部エリアにおいては、前回公募と比して調達平均単価及び調達額が大
きく上昇した。なお、最高落札価格は東京エリアとなった。

⚫ 調達未達となった北海道エリアの２系統（久保内、然別第一）及び東北エリアの２系
統（北津軽、宮古）については、第81回（2023年１月30日）及び第98回
（2024年６月25日）制度設計専門会合において整理されたとおり、随意契約で調
達予定。

2028年度向けブラックスタート機能公募結果

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州

調達量

7発電所
10ユニット
地区系統
4発電所

3発電所
6ユニット

地区系統
随契予定

4発電所
14ユニット

2発電所
5ユニット

地区系統
4発電所※1

2発電所
4ユニット

3発電所
5ユニット

2発電所
4ユニット

2発電所
4ユニット

2発電所
4ユニット

調達平均単価
（円/kW）

今回 820円 110円 6,045円 6,436円 260円 5,455円 4,034円 5,537円 4,576円

前回※2 39円 112円 5,637円 3,958円 208円 6,437円 4,243円 7,522円 4,580円

調達額
今回 4億円 0.2億円 284億円 95億円 0.5億円 76億円 49億円 37億円 50億円

前回※2 0.2億円 0.2億円 265億円 58億円 0.4億円 90億円 51億円 49億円 50億円

4
（※1）中部の地区系統は2027年度向けの公募においては5発電所だったが、2028年度向けの公募においては4発電所となっている。
（※2）2027年度向けのブラックスタート機能公募結果
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第81回制度設計専門会合
資料６  （2023年１月） 

（参考）北海道エリアの調達未達への対応



（参考）東北エリアの調達未達への対応 第98回制度設計専門会合
資料６  （2024年６月） 
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（参考）東北エリアの調達未達への対応 第98回制度設計専門会合
資料６  （2024年６月） 
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⚫ BS公募の応札案件については、現状、ブラックスタート機能を有する電源が限られて
おり、今後も競争は限定的であることが想定されるところ。

⚫ 不当に高い価格で入札された場合や、入札価格の低い電源が正当な理由無く落札さ
れなかった場合、電気の使用者の利益を阻害するおそれがあることから、第42回
（2019年10月18日）及び第52回（2020年12月１日）制度設計専門会合にお
いて入札価格の考え方が整理された。

⚫ 落札案件（39件）について、入札価格の考え方を聴取したところ、20件が下記「入
札価格の考え方①」に沿って算定され、残り19件が「入札価格の考え方②」に沿って
算定されていた。

１-３．ブラックスタート機能公募落札案件の入札価格の考え方

入札価格の考え方①
➢ 入札価格について、固定費相当額から、他の市場等から得られる期待利潤を控除した額（入札価
格＝固定費相当額－期待利潤）とする。その場合、固定費相当額、他の市場から得られる期待利
潤を適切に計上する。

入札価格の考え方②
➢ 固定費相当額から、他の市場等から得られる期待利潤を控除した額が０又はブラックスタート特有
の機能維持に必要な最低限のコストを下回る場合、入札価格はブラックスタート特有の機能維持に
必要な最低限のコストとする。

（参考）
「入札価格の考え方①」に沿って入札価格を算定した案件は、契約後、仮に容量市場収入が応札価格を超えた場合には「ブラックスタート特有の機能維持に必要なコスト」が、一般送配電事業者から落札者へ
の支払額となる。
「入札価格の考え方②」に沿って入札価格を算定した案件は、ブラックスタート特有の機能維持に必要なコストが入札価格となる。



（参考）入札価格に関する規律の必要性 第42回制度設計専門会合
資料６  （2019年10月） 
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（参考）ブラックスタート特有の機能維持に必要なコスト 第52回制度設計専門会合
資料６  （2020年12月） 
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⚫ 「入札価格の考え方①」 （入札価格＝固定費相当額－期待利潤）に沿って入札価格を算定し
た20件について、発電事業者に対し入札価格の積算データの提出を求め、確認を行った。

⚫ 確認の結果、固定費相当額は各案件とも実績等をもとに見積もられていた。また、期待利潤につ
いても、基本的に想定可能な範囲で見積もられ控除されていることを確認した。

⚫ なお、北海道及び中部エリアの調達平均単価及び調達額が前回公募と比して大きく上昇した主
な要因について確認を行ったところ、以下のとおり。

– 北海道エリアについては、前回公募では固定費相当額が期待利潤を下回っており、「入札価格
の考え方②」に従い入札価格が決定されていた。一方で、今回公募では、第三者算定の想定
スポット取引市場価格が低下したことにより期待利潤が昨年度比で大きく減少し、一部電源
について固定費相当額が期待利潤を上回ったため、「入札価格の考え方①」に沿って入札価
格が算定された結果、入札価格が上昇した。

– 中部エリアについては、一部電源において細密点検※を予定しているため修繕費が昨年度比で
増加したこと等が主な要因であった。※細密点検では主に機器を分解して外観や動作試験からでは確認できない、機器の内部の詳細

部位の点検を実施予定。頻度は各社ごとに定めるが通常10～15年に一度実施。

入札価格の構成

人件費

減価償却費

修繕費

公租公課

委託費

その他費用

事業報酬

▲期待利潤
(※年間費用から差し引かれる)

各社の考え方（聴取結果）
◆固定費相当額
• 電源は、固定費（主に人件費、減価償却費、修繕費、公租公課）に事業報酬相当額を乗せた金額を見積もっていた（電源

毎の過去実績、認可出力費で按分等）。
◆期待利潤
• 相対契約収入
• 卸市場収入（揚水電源計上方法：①ポンプアップ原資を市場等から安く調達し、発電分をそれ以上の価格で売電する運用で

シミュレーションした額、②スポット単価×発電量から発電費用（揚水動力費用、託送費用等）を控除した額）
• 需給調整市場収入（Ａ種電源のΔkW価格に当該発電所における約定実績量に乗じた額等）
• 需給調整市場収入を「０」とした案件があった（理由：約定量及び約定価格が想定困難なため等） 11

１-４．確認結果①（「入札価格の考え方①」の落札案件について）
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ブラックスタート特有の機能維持に必要な最低限のコストの例

⚫ 「入札価格の考え方②」 （ブラックスタート特有の機能維持に必要なコスト）に沿っ
て入札価格を算定した19件については、いずれの案件も非常用発電機等の固定費、
維持費（試送電機能・調相機能等）、訓練費等を計上していたことを確認した。

⚫ なお、前回公募と比して高値となった案件については、修繕費の増加及び改良工事の
実施時期の変更による簿価比率の増加等が主な要因であった。

入札価格 3

支払額（容量市場分差引後）

BS機能を発揮するのに
必要な設備 140 kWh期待利潤

90

ΔkW期待利潤
80

固定費 他市場収入

＜
入札価格

入札価格又は支払額＝
BS特有の機能維持に必要な最低限のコスト

支払額 3

ーBS訓練費など、契約した場合にのみ発生するコスト
ー非常用発電機にかかる固定費など、BS機能を維持する場合に発生するコスト

2020年12月 第52回制度設計専門会合 資料６

１-４．確認結果②（「入札価格の考え方②」の落札案件について）



⚫ 今回、2028年度向けBS公募の入札価格は、過去の制度設計専門会合において整
理された「入札価格の考え方」に概ね基づいたものであり、全体として支障なく実施さ
れたことを確認した。

⚫ 次年度も、本年度同様に、BS公募について電力・ガス取引監視等委員会において監
視を行うこととする。

13

１-5． まとめ
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１．2028年度向けブラックスタート機能公募の事後確認に
ついて

２．2029年度向け公募要綱の見直しについて
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⚫ ブラックスタート電源となる揚水機については、ブラックスタートに必要なkW・kWh（上
池の水）を確保することが求められるが、当該上池の水から期待される利益と比べて、
価格規律上認められる入札額が低い場合、BS公募への応札がされないことが想定さ
れる。

⚫ このため、一般送配電事業者がBS公募する際の公募要綱（2029年度向け以降）
において、最低支払額に、ブラックスタート機能維持コスト及びブラックスタート機能
公募に応札することによって発生する逸失利益を支払う旨記載することと整理された
（第90回制度設計専門会合（2023年10月31日））。

⚫ 上記の整理を踏まえ、 一般送配電事業者より、2029年度以降向けの公募要綱の
見直しを行いたい旨報告があった（一般送配電事業者から報告のあった見直し案
（抜粋）は17頁のとおり）。

⚫ BS公募に応札することによって発生する逸失利益を要求する案件については、監視等
委員会において額の適切性について事後確認を行う。

※なお、レベニューキャップの検証を経て、妥当と認められた範囲で収入の見通し及び託送料金に反映される
こととなる。

２ ．2029年度向け公募要綱の見直しについて
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（参考）ブラックスタート機能公募に応札することによって発生する逸失利
益のイメージ

⚫ ブラックスタート機能公募に応札することによって発生する逸失利益のイメージは以下のとお
り。

②期待利潤
(経済揚水他)

③容量市場
収入

①固定費 ①固定費

②期待利潤
(経済揚水他)

③容量市場
収入

②‘ 減少

③‘ 減少

BS公募に入札しない場合 BS公募に入札した場合



（参考）一般送配電事業者より報告があった2029年度向け公募要綱の
見直し案（抜粋）

ブラックスタート機能募集要綱（2029年度向け）

７．入札価格，逸失利益相当額および最低保証額

（１）入札価格

（略）

入札価格 ＝ 契約電源等を維持するために要する年間費用 －（期待利潤 － 期待利潤の減少分）

（略）

（２）逸失利益相当額
最低保証額，期待利潤の減少分および「必要電力（kW）および必要電力量（kWh）の確保に伴う容量市場における想定期待利潤の逸失分※」（以下「容量市場からの

想定期待利潤の減少分」といいます。）を考慮し，具体的には「8．落札案件の決定」(1)の算定式により算出していただきます。
※ 必要電力（kW）・必要電力量（kWh）を考慮および未考慮の容量市場からの想定期待利潤をそれぞれ算定し，その値の差分といたします。 

（略）

８．落札案件の決定

（略）

評価用入札価格 ＝ 入札価格 － 容量市場からの想定期待利潤＋ 逸失利益相当額

（略）

上記算定式において，逸失利益相当額は，以下のとおりといたします。
イ 本募集の入札価格が容量市場からの想定期待利潤以上の場合
(イ)（本募集の入札価格－容量市場からの想定期待利潤）≧（期待利潤の減少分＋容量市場からの想定期待利潤の減少分）の場合
ないものといたします。

(ロ)（本募集の入札価格－容量市場からの想定期待利潤）＜（期待利潤の減少分＋容量市場からの想定期待利潤の減少分）の場合
（期待利潤の減少分＋容量市場からの想定期待利潤の減少分）－（本募集の入札価格－容量市場からの想定期待利潤）

ロ 本募集の入札価格が容量市場からの想定期待利潤を下回る場合
(イ)（期待利潤の減少分＋容量市場からの想定期待利潤の減少分）≧ 最低保証額の場合
（期待利潤の減少分＋容量市場からの想定期待利潤の減少分）－ 最低保証額

(ロ)（期待利潤の減少分＋容量市場からの想定期待利潤の減少分）＜ 最低保証額の場合
ないものといたします。

なお，ａ．の算定式により算出した金額が最低保証額を下回る場合は，最低保証額を評価用入札価格といたします。

※契約電源等が揚水発電所であり，契約電源と非契約電源にて上池を共有している場合，期待利潤の減少分および容量市場からの想定期待利潤の減少分は以下のとおりとし
て算定するものといたします。
・期待利潤の減少分 ＝ 契約電源および非契約電源にて発生する期待利潤の減少分
・容量市場からの想定期待利潤の減少分 ＝ 契約電源および非契約電源にて発生する容量市場からの想定期待利潤の減少分 17


